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の
り
子
の
週
刊
日
誌
―
主
な
も
の
ー 

１
月
２
９
日 

市
駅
前
吉
宗
像
前
宣
伝
、
会
議
、
議
会

だ
よ
り
検
討
、
労
働
相
談
、
庁
内
訪
問 

 
 

３
０
日 

生
活
相
談
、
安
保
法
制
の
廃
止
を
求
め

る
和
歌
山
の
会 

 
 

３
１
日 

医
療
生
協
河
北
支
部
新
春
の
つ
ど
い 

２
月 

１
日 

地
域
訪
問
、 

 
 
 

２
日 

会
議 

 
 
 

３
日 

団
会
議
、
雇
用
促
進
住
宅
調
査 

 
 
 

４
日 

き
の
く
に
子
ど
も
の
村
学
園
視
察
、
生

活
相
談 

 リレートーク Relay talk Relay talk 

 

リ
レ
ー
ト
ー
ク 

R
e
lay talk 

 

 １
月
１９
日
か
ら
松
山
市
な
ど
を
視
察

し
、
ゴ
ミ
問
題
や
高
齢
者
福
祉
な
ど
の
施

策
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
、
和
歌
山
市
政

に
活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

和
歌
山
市
で
は
、
今
年
４
月
か
ら
プ
ラ

ご
み
の
分
別
収
集
を
や
め
、
一
般
ご
み
と

し
て
回
収
す
る
事
に
な
り
ま
す
。
市
の
説

明
で
は
プ
ラ
を
焼
却
す
る
事
で
熱
発
電
の

燃
料
と
し
た
い
な
ど
の
説
明
で
し
た
。
ま

た
、
プ
ラ
の
収
集
や
処
理
施
設
へ
の
運
搬

が
省
か
れ
Ｃ
Ｏ
２
の
発
生
抑
制
に
繋
が
る

と
の
こ
と
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
和
歌
山
市
で
は
、
ご
み
の
有
料

化
問
題
な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な

取
り
組
み
に
よ
り
、
有
料
化
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
て
参
り
ま
し
た
。 

 

現
在
、
ご
み
問
題
は
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
大
量
に
排
出
さ
れ
て
い
る
ご

み
は
、
燃
や
せ
ば
い
い
、
埋
め
れ
ば
い
い
と

い
う
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
か
に
し
て

ご
み
を
減
ら
す
か
、
こ
の
問
題
を
解
決
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
は
、
ご
み
を

減
ら
す
上
で
重
要
に
な
り
ま
す
が
、
和
歌

山
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
依
然
低
い
水
準

で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
は
、
ご
み
の

減
量
や
意
識
の
向
上
に
最
適
で
す
。
行
政

は
安
易
に
プ
ラ
ご
み
を
焼
却
す
る
の
で
は

な
く
、
ど
の
よ
う
に
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
率

を
向
上
す
る
の
か
。
こ
の
点
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

松
山
市
で
は
、
事
業
系
ご
み
な
ど
を
焼

却
施
設
に
搬
入
す
る
際
に
、
何
度
で
も
展

開
検
査
を
行
い
適
正
な
搬
入
が
さ
れ
て
い

る
か
監
督
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
人
当
た

り
の
ご
み
排
出
量
は
、
人
口
５０
万
人
以
上

の
都
市
で
、
８
年
連
続
全
国
１
最
少
で
す
。

行
政
の
ご
み
減
量
の
姿
勢
が
問
わ
れ
ま

す
。 

 

安
倍
政
権
の
中
で
も
中
枢
閣
僚
は
Ａ
３
（
安
倍
、
麻
生
、

甘
利
）
プ
ラ
ス
Ｓ
１
（
菅
）
ら
し
い
。
そ
の
甘
利
明
経
済
再
生

担
当
大
臣
の
収
賄
疑
惑
で
マ
ス
コ
ミ
が
騒
が
し
い
。
甘
利
氏

は
２
０
１
２
年
の
自
民
党
総
裁
選
で
安
倍
氏
の
選
対
部
長

を
務
め
そ
の
信
頼
が
厚
い
。
千
葉
の
建
設
会
社
が
都
市
再

生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
）
と
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
で
、
国
交
省
へ
の
口
聞

き
を
し
た
甘
利
氏
に
、
見
返
り
に
少
な
く
と
も
１
２
０
０

万
円
渡
し
た
と
い
い
ま
す
。 

建
設
会
社
は
１３
年
８
月
に
甘
利
氏
の
事
務
所
で
公
設

秘
書
に
５
０
０
万
円
渡
し
、
ま
た
１３
年
１１
月
大
臣
室
で
、

１４
年
２
月
に
地
元
事
務
所
の
２
回
に
わ
た
り
５０
万
円
ず

つ
甘
利
氏
に
直
接
渡
し
た
と
い
い
ま
す
。
甘
利
氏
は
建
設

会
社
と
の
面
談
は
認
め
た
が
、
現
金
授
受
は
「
精
査
さ
せ

て
下
さ
い
」
と
述
べ
る
だ
け
で
否
定
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

疑
惑
は
深
ま
る
ば
か
り
で
事
実
な
ら
ば
政
治
資
金
規
正

法
や
、
あ
っ
せ
ん
利
得
処
罰
法
に
違
反
。
現
金
を
受
け
取

れ
ば
政
治
家
は
３
年
以
下
、
秘
書
は
２
年
以
下
の
懲
役
で

す
。
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
だ
け
で
も
閣
僚
も
議
員
も
辞
め

る
の
が
政
治
家
と
し
て
当
然
で
す
。
Ｆ
Ｎ
Ｎ
の
世
論
調
査
で

７６
％
が
「
納
得
で
き
な
い
」
と
回
答
。
こ
ん
な
甘
利
氏
が
担

っ
て
い
る
の
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
の
責
任
者

で
、
秘
密
の
連
続
で
「
大
筋
合
意
」
し
た
と
言
い
ま
す
が
、

ど
う
合
意
し
た
の
か
怪
し
い
も
の
で
す
。
「
２８
日
に
も
説
明

す
る
」
そ
う
で
す
か
ら
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
（編
集
室
） 

 

 

 

松山市役所前で 4 人の市議 

二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
、
人
権
・

少
子
高
齢
化
問
題
等
対
策
特
別
委
員

会
か
ら
、
移
住
戦
略
の
推
進
や
仕
事
と

育
児
の
両
立
支
援
、
同
和
問
題
は
じ
め

人
権
問
題
の
解
決
に
む
け
た
取
り
組

み
、
七
十
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
の
取

り
組
み
、
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
に
つ

い
て
、
長
崎
、
福
岡
へ
の
県
外
調
査
に
行

っ
て
参
り
ま
し
た
。
途
中
、
寒
波
の
襲
来

で
長
崎
に
行
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
九
州
の
各
地
で
気
温
は
観
測
史

上
最
低
値
を
記
録
、
水
道
管
凍
結
破

損
で
断
水
な
ど
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
本
島
も
一
九
五
三
年
統
計
開

始
以
来
は
じ
め
て
み
ぞ
れ
が
観
測
さ

れ
た
そ
う
で
す
。 

 

視
察
計
画
も
大
幅
に
変
更
と
な
り

ま
し
た
が
、
予
算
審
議
の
二
月
議
会

に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン
タ

ー
で
は
、
県
民
の
人
権
啓
発
の
拠
点

施
設
と
し
て
「
同
和
問
題
か
ら
あ
ら

ゆ
る
国
内
外
の
人
権
問
題
へ
」を
テ
ー
マ

に
、
同
和
問
題
を
中
心
と
し
た
人
権
問

題
に
関
す
る
歴
史
や
、
生
活
文
化
を
紹

介
し
た
常
設
展
示
室
が
開
設
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
憲
法
と
の
関
連
が
全
く
述

べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え

ま
し
た
。 

 

今
改
め
て
す
べ
て
の
差
別
を
許
さ
な
い

と
い
う
立
場
か
ら
、
憲
法
の
立
場
で
考

え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

憲
法
に
関
す
る
常
設
展
示
な
ど
の
取
り

組
み
が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

（奥
村
の
り
子
） 

 

総カラー版です。積極的に

ご活用[ください 

 

http://nrikonohey.exblog.jp/iv/detail/?s=25290638&i=201601/22/68/b0226568_19485921.jpg

